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令和５年度第２０回庁議提案  審議・報告・その他 

                    提 出 日：令和６年１月２５日 

                    担当部・課：教育委員会学校教育課〔内線５０２８〕 

① 件  名 

市内全小学校児童への電子図書の導入について 

② 施策等を必要とする背景及び目的（理由） 

【背景】 

市内小学校の学力については、県及び全国平均より低く、その根底には読解力や語彙力等の不

足が見られる。読書は、読解力や語彙力、論理的思考力等の向上を図るために有効であるが、学校

図書室の利用については、利用時間や貸出冊数等に制限があり、児童の読書意欲を満たすことが

できていない。 

令和４年度から令和５年度には、釜小学校及び開北小学校において電子図書を試験導入したと

ころ、隙間時間にタブレット端末で読書する児童が多く見られたほか、複数の児童が同じ本を同

時に読めることで指導に役立つ等の効果が見られた。 

  

【目的】 

  市内全小学校の児童に配布しているタブレット端末を利用し、電子図書を導入することで、語

彙力や読解力等の基礎学力の向上を図るとともに、生涯にわたって本に親しめる読書習慣を育む

もの。 

③ 根拠法令及び総合計画又は個別計画との整合性 

【根拠法令】 

 

【〔総合計画との整合性 総合計画の位置付け：有・無〕 又は 〔個別計画との整合性〕】  

第５章 豊かな心を育みいのちを未来につなぐまち 

   第１節 安全に安心して学ぶための教育環境整備の推進 

    １ 充実した教育を行うための環境を整備する 

 

 第２期石巻市教育振興基本計画 

④ 提案に至るまでの経過（市民参加の有無とその内容を含む。） 

令和４年度    釜小学校及び開北小学校にて試験導入 

～令和５年度 

令和 ５年１０月 総合計画実施計画裁定（令和６年度～令和８年度） 

 令和 ６年 １月 令和６年度当初予算裁定 

⑤ 主な内容 

【電子図書の内容】 

 ・電子図書数 ３６社 約４，０００冊 

・電子図書のジャンル 文学、小説、絵本、童話、図鑑等 

 

【対象児童数】 

  市内全小学校児童（１年生～６年生） 

令和６年度児童数 ５，７３２人（見込） 
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⑥ 実施した場合の影響・効果（財源措置及び複数年のコスト計算を含む。） 

【影響・効果】 

 ・場所や時間にとらわれずに読書することができる。 

・児童期から本を読むことの楽しさを知り、生涯にわたって本に親しめる読書習慣を育むことが

できる。 

・読書により、語彙力や読解力等が高められるとともに、論理的な思考力や集中力を養うことが

でき、基礎学力の向上につながる。 

 

【市財政への負担】（令和６年度当初予算額） 

  小学校図書整備事業費（ライセンス購入費） １２，７９０千円 

  （財源） がんばる石巻応援基金繰入金   １０，０００千円 

 一般財源             ２，７９０千円 

⑦ 他の自治体の政策との比較検討 

県内他市の状況 

【導入】仙台市（仙台市図書館の電子図書を各学校が利用） 

⑧ 今後の予定及び施行予定年月日 

令和６年２月 市議会第１回定例会に関係予算案について提案 

４月 導入業者選定 

        市内全小学校児童のタブレット端末で利用可能 

⑨ その他 

 

 

 

 

 

 

 


